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英文学と事務能力
夏目激石の「四角四面Jを考える

阿部公彦

本稿では「事務能力」をキ ー ワ ー ドに、 夏目j砿石に話j起を広げながら，待えてみたいと思

います。 話の順番としては、 まず前半で事務能力という概念、やその雌史について待捺し、

それから後半でj軟石の話にうつっていきたいと思っています。

私事になりますが、私は二O一一年の五月まで約一年ほど日本英丈学会本部の ！ J；：務局で

働いておりました。学会の事務局というのは支部であろうと本部であろうとたいへんなも

のだと思し、ますが、 日本英文学会の場合、 財団法人という形になっていることもあって、

財務の処理や監督官庁との交渉など、私がこれまで体験したことのないような木知 l のゾ ー

ンをくぐりぬけることになり、 おおいに勉強になりました。 もちろんた刀、らといって「も

っともっと事務局のことを勉強したしリという気にはなりませんでしたが、 この事務局体

験を機にあらためて「事務能力Jとは何かということを深く考えることができたのは、 た

いへん有意義なことだったと思っています。

私はかねがね「事務能力」としづ概念は、 英文学研究と密接なつながりがあると信じて

おりました。 ひとつにはそれは、 他の外国語や他の領域を研究している人にくらべて、 英

米文学や英語学を研究している人は事務能力が高いのではないか、という私の直観ともか

かわっています。 みなさんはそのあたりどうお感じでしょう。 以前、 私はこのことについ

て発表をしたこともあります。 和、の勤務先である東京大学のイギリス文学研究室では、 新

任教員のイニシエ ー ションのひとつとして、 「東大英文学会」という催しでト ー クをする

ことが義務づけられております。 そこで着任の際、 私は「英文学と事務能力jというテ ー

マでお話をしました。 この学会はたいへんマイナ ーで、 ぜんぜん盛り上がることのないた

いへん地味なものですので、 読者の中でこの話をお聞きになった人は皆無だと思います。

ですので、 以下、 簡単にそのときの話のポイン卜を確認した上で、 それを発展させる形で

本稿の中心的な話題に進んで、いきたいと思っております。

1 ）事務能力の歴史

おそらくみなさん同意してくださると思うのですが、 「事務能力jという言い方には非

常に楼小な響きがあります。何かつまらないもの、とるにたらないもの、くだらないもの、

というニュアンスがあるのです。 これは「事務的jとか「事務仕事」といった 一 連の言い
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7でも多かれ少なかれ料旬、てくるニュアンスで、「事務Jなるものを軽視する私たちの偏

見のようなものをあらわすように思います。

しカ、し、 そこであらためて考えてみたいのは、では、いったい私たちは何と対立させる

形で：.Jq芳能力を ，1霊視しているのか、ということです。事務能力が倭小なものだとするなら、

それと対立する形できっ と楼小で・はないものがあるはずなのです。それはいったい何でし

っ

これを巧えるためのヒントはおそらく事務能力の歴史にあるかと思います。日本におけ

る τJr. 応能力の庇史は、 事務能力をはかるためのものさしとして古くから使われた「試験j

の登場とパラレノレになっています。 そのあたり、天野郁夫『試験の社会史』を参考にしな

がら考えてみましょう。

よく知られているように日本の試験は中国の科挙にならったものです。はじまりは八世

紀なので、 ヨー ロッ パ よりもその歴史は古いということになります。 中国の科挙にならっ

ていたこともあり、 日本の試験は中国の古典を学ぶという形をとって制度化されました。

このt11!J度は「大学寮Jと呼ばれることになります。

試験（＝大学寮）で行われたのは、 具体的に言うとH音唱の試験と意味の試験です。 前者

のH青 fl昌の試験を、 「読むJという字を書いて「読Jと、 後者の意味の試験の方を「講義j

の「誠」という字を書いて「講Jと呼びます。 暗唱の試験である「読Jでは、「教科書の

文字千字ごとに、つづいた三字をかくして答えさせる」というようなことが行われたよう

です。 一方、 意味の試験である「講Jでは、 教科書の二千字ごとにー箇条、 全部で三箇条

について意味を問い、二箇条に答えられれば合格というようなことが行われました。 ちな

みに「落第者にはむち打ちの罰1」もあったようです（天野、 二八）

応中国の科挙と同じく、この試験は官吏登用のための選抜を行ったのですが、日本で

は貴族制が残っていて、 実際に親の地位が任官に影響しており、試験も形骸化します。 そ

れで次第にこの試験制度は廃れていってしまったようです（三一）。

そういうわけで日本ではしばらく科挙的な試験がない時代がつづくわけですが、次第に

ふたたび試験的な教育法が目に付くようになってきます。たとえば江戸時代の漢学の教育

法がそれにあたります。 とくに私塾などでは、漢学の教育には競争的な性格があったよう
で、その学習の方法には三段ステップ性が取り入れられていました。 まず第一ステップは

「素読（そどく）J。 文字をどう読み、 文章をどこで切るかということが問われます。 こ

れは日本独特の漢学法で、後の英学にも生かされたように思います。 次に第二ステップと
なるのは「講義（講釈）J。 ここで‘は素読に使ったテキストの意味を教わることになって

いました。 それで最後の第三ステップに「会読（かいどく）J、「輪講（りんこう）」と

呼ばれる演習が来るのですが、この演習のやり方がちょっとおもしろいものでした。 これ

は学生同士の討論を行う場なのですが、生徒は十人か十二人ずつ二列に分かれ、向かい合

-301-




































